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みなさんは、日々の暮らしの中にご近所付き合いや気の合う仲間がいますか？
５年後、１０年後に向けて「住みやすい、住んでいてよかった。」と思える、人と
人との「つながりのある地域」をめざし、「地域のお宝」として、ご紹介していき
ます。

綿打地区 上江田カラオケ愛好会

上江田カラオケ愛好会は、毎月第２・３・４土曜日の１８：００～２０：００、上江田会
館で活動しています。会員は現在１２人です。
会の発足は８年前。当時、民生委員をやっていた江田光雄（えだ てるお）さんが、ひと

り暮らしの高齢者の訪問をしていた時、「この方たちの為に何かをしよう」と考えた事から
始まりました。ちょうど上江田会館にカラオケの機材があった事から、江田さんと荻野敏正
さん（老人会長）粕川將士さん（初代会長）の３人が発起人になり、カラオケ愛好会がス
タートしました。
最初は４人の会員での活動でしたが、江田さんがパソコンでチラシを作り、区長に頼んで

回覧板で配布してもらい、現在の人数に会員が増えたそうです。
コロナの影響で活動ができない期間は「カラオケでなくても元気になれればいいんだか

ら」と、グラウンドゴルフをやってつながりを切らさず活動を続け、区長の許可を得て今年
の４月からカラオケを再開しました。開始前は一足早く役員さんが会館に来て換気をし、机
の消毒をして準備していました。１つの机に１人で座って距離を取り、歌った後は次の人の
為にマイクを消毒し、しっかり感染対策されていました。



地域のお宝発見 ～太田市生活支援体制整備事業～

お宝情報を募集中！「私の近所でこんな取り組みをし
ている」「こんな工夫をして気にかけ合っている」など、
あなたの地域のつながりを教えてください。情報をお
持ちの方は下記お問合せまで！

お問い合わせ
太田市社会福祉協議会 地域福祉係
〒373-0817 群馬県太田市飯塚町1549
TEL 0276-46-6208 FAX 0276-46-6229

詳しくはこちら

♬チェックポイント♬
○会員の皆さんが、集まって顔を見る事をと
ても楽しみにしており、あたたかい居場所に
なっている。
○コロナ禍でも工夫して出来る事を続け、つ
ながりを持ち続けている。
○カラオケ愛好会だけでなく、いきいきサロ
ンなど横のつながりも強く活動している。

江田 光雄さん ７３歳（２代目会長）
会の発起人の１人。元民生委員
参加者の為に曲を入力したり、安全に楽しめるよう考え
盛り上げ役となっていました。
「みんなが元気になってくれれば、それでいい」と話してくれました。

荻野 敏正さん ７７歳
会の発起人の１人。上江田老人会会長。
市に申請してラジオ体操のCDを貰い、グラウンドゴルフやスカット
ボールの前にみんなで体操し活用しています。
元気の秘訣は石田川周辺を１時間程散歩すること。最近は自転車で散
歩しているそうです。

中島 峰一さん ８８歳
元郵便局員。会の発足時から参加しています。
足腰がとても丈夫で自転車に乗って出掛ける事が元気の秘訣。
「みんないい人で仲間に入れてもらって楽しく過ごしている」

お話を伺っていると「ここの人はみんな良い人」と皆さん口を揃えていました。
カラオケを歌うのはもちろんの事、顔を合わせる事が元気の源になっています。
発起人の江田さんや荻野さんも「皆さんが心も体も元気になれば」との思いで活動しています。

会員さんは地域で役員をやるなど活発に活動されている方が多く、民生委員の丸山秀夫さんがメ
ンバーとなって開催している地域のいきいきサロンの活動をカラオケ愛好会が協力するなど横の
つながりも強く、地域の方々の笑顔と元気の為に活躍されています。

高田 フミエさん ８８歳
近所にお茶飲み仲間が３人おり、週３回家に呼んで
おしゃべりする事が元気の秘訣。平成１９年に友人と
旅行の会を作り、出掛ける事を楽しみにしています。

えだ てるお

おぎの としまさ

なかじま みねいち

たかだ ふみえ

上江田カラオケ愛好会のみなさんにお話を伺いました♪


